


















序論 

話し言葉に対応して,動作,表情を同調させる現象をエントレインメントと呼ぶ。その最も

原始的かつ根本的な情報交換形態として母子相互作用があげられる。1974 年,ボストン大

学における研究報告(文献 1)によれば,平常な新生児数十名に対して,成人の会話における

新生児の体動分析の結果,成人の会話の音節の変化点と新生児の体動の変化点の間に相互

同期(InteractionalSynchrony)が存在することが示されている。また,米国人の新生児に対

して中国語で呼びかけを行なった場合にも同様な結果が得られたことが示され,言語によ

る差異なく,新生児が成人の会話の音節に同期して何らかの意味のある動作をすることが

示唆されている。 

本研究では,従来定性的色彩の強いこの分野に,新たに画像解析の手法を導入することによ

り,定量的かつ厳密な科学的評価を試みた。新生児が有意の言語にのみ同期して体動を起こ

すということが確かであるならば,人間の遺伝情報として社会システムの言語的構造の基

礎がすでに新生児期から存在することが推定される。一方,機械文明の重要課題としてマ

ン・マシン・インターフェイスの研究を行なう際にも,本研究はマン・マシン・インターフ

ェイスの原点を与えるのではないかと考えられる。 


